
（2）予定子ども数が理想子ども数を下回る埋川】  

予定子ども数が理想子ども数を下回る理由：㈱かりすぎる」が最多   

理想の子ども数を持たないf甲由は、「了一存てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も多く、と  

くに25～39歳の年齢層では前L珂調査より増えている。「自分の仕事に差し支える」という理由は、  

25～34歳層では2割を超える。また、30歳代までの屑で「夫の家事・育児への協力が得られない」  

「夫が望まない」が前回調査より増えた（年齢別にみた前回調査との比較は巻末付表4を参照）。  

表3－3 妻の年齢別にみた、理想の子ども数を持たない理由   
一予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦について－  
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 注：予逆子ども数が理想子どもを‾F回る夫婦の割合はそれらの不詳を除く夫婦の35．3％である。25歳未満（20件）に  

ついては掲載を省略。ただし総数にはこれを含む。全数値は付表4（巻末）参照。  

多めの理想子ども数を実現できない理由は経済面、働から   

予定子ども数が理想を下回る場合、理想は3人だが予定は2人という組み合わせが過半数  

（55．3％）を占め、その差の理由では「お金がかかりすぎる」（74．7％）が多い傾l占ーがある。次いで  

理想2人予定1人の組み合わせが2割（20．4％）いるが、その差の理由は「お金」（54．8％）が減  

る 一方、「欲しいけれどもできない」（26．9％）が多くなる。概して予定子ども数が少数（0人、  

1人）にとどまっている夫婦では「欲しいけれどもできない」が主要な理由となっており、予定2  

人以上でそれより多い理想を持つ夫婦では「お金」や「家が狭い」など経済面の理由が多い。   

表3－4 理想・予定子ども数の組み合わせ別にみた、理想の子ども数を持たない理由  

一予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦について－ （複数回答）  
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4．子育ての状況  

（1）妻の就業と出生  

裁量レ岬5～9年では4割   
結婚前就業していた妻について、結婚後5年未満で就業しているのは45．5％、事業主婦は  

53・9％だが、子を持ちながら就業しているのは18．6％∴1三規雇用に限ると11．0％である。前  

回と比較すると、結婚後5～9年で子どもをもつ就業者の割合が増加しており、子どもが比較  

的幼いうちから再就職する妻が増加傾向にある。ただし、正規雇用については上昇幅は小さ  

く、増加の大半は非正規雇用とみられる。結婚後10～14年では子を持つ就業者（54．4％）が、  

子を持つ専業主婦（36．8％）を上回る。  

表4－1調査・結婚持続期間別にみた、妻の就業状態および子どもの有無の構成  
（結婚前就業していた妻について〉  

妻 の就業状態  

結婚持続期間・  
調香（調査年次）  

総数（標軸）  就業  
止規雇用㈹掲）  

キ業主婦  

子なし  

川U．0％（1，462）  23．3％  

1DO．D （1、215）  26－0  

1UO．u （1．281）   26 6  

100・0 ！93引  26・華  

‖川．0 （1．473）  5．6  

1000 （1．219）  8．0  

1000 （1．160）  6．8  

100．0 （1，107）   8．3  

子あり   子なし  

14＿8  15．5 ％  

15．1  14．3  

18＿1  17．5  

18．6  16．1  
35．3  3．4  

35．6     3．2  

Fあり  子なし   子あり   

第10回＝1992年）  

第＝回（1997年）  

第12回（2002年）  

篇13回t20ロ5年）  

第10回（1992年）  

第11回（1997年）  

第12同（2002年）  

9＿3  15 7   

持．1  15．7  

10．7 13．0  

－ 1－－－・⊥  

11▲6  2 5  

舶．6  
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52．5  
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47．7  

0～4年  

5～9年  
34．1  2▲9  13＿9  3．8  

48．2    3．4  14．丁  2．8  第13回（2005年】  

第10河（1992年）  

第‖阿（1997年）  

第12阿（2002年）  

第13回（2085年）  

100．0 （1．512）  3．2  

100．0 （1，223）  34  

100．U  什I2d）  3．6  

101）．0 （1，132】   5．4  
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こミ六 ヱ  

36．8   
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54  

注：対象は妻が結婚前就業していた初婚どうしの夫婦（子ども数不詳を除く）。妻の現在の就業状態の定義は以下の通り。   

就業：結婚前就業～現在就業、正規雇用こ結婚前正規雇用～現在正規雇用（正規雇用には派遣・嘱託含む）、   
専業主婦二結婚前就業、現在無職。総数には就業状態不詳を含む。なお、結婚前就業していた妻の割合は、第10回91．6％、   
第11回9：！．5％、第12回84．8％、第13匡】86．0％〔  

図4－1調査・結婚持続期間別にみた、妻の就業状態および子どもの有無の構成  
（結婚前就業していた妻について）   

0％  Zn罵  ヰ0‡  60鷺  

正規雇用  非正規就業  

80Ⅹ  100％  

結婚持続   
符】  R妄】  

0～4年  

第川l珂（1992隼）  

第11川（199丁叶・）  

苅12トl（2002年）  

第13回（2005年）  

5－9年  

第川恒】（lリ92叶）  

第】l【＝l射け隼）  

耶＝廿＝飢02fト）  

第13回（2005年）  

10～14年   

前川［‖l（t99雄）  

第【】回＝県仰H  

第12回（20U用り  

第13回（2005年）  

専業主婦  

54  

48  

37  

9一  



出産後も就卿増えていない   

第1子の出産前後に妻がどのような就業状態であったかを調べたところ、育児休業制度を利用  
して就業を継続した妻は増加しているものの、就業継続者そのものは1980年代後半以降、25％前後  
で大きく変化はしていない。  

囲4－2子どもの出生年別、第1子出産前後の就業経歴の構成  

囚［且m…出回四  

［凸国見同  

申その他・不詳   

口妊娠前から無職   

日出産退職   

D就業継続（育休なし）   

伍就業継続（育休利用）  

1990～94年   1995～99年  2000～04年  

子どもの出生年  
1985～89年  

注：1歳以上の子を持つ初婚どうし夫婦について、第12～13回調査を合わせて集計した。  
出産前後の就業経歴：  
就業継続（育休利用）一第1子妊娠前就業～育児休業取得～第1子1歳時就業  
就業継続（育休なし）一第1子妊娠前就業～育児休業取得なし～第1子l歳時就業  
出産退職  一第1子妊娠前就業～第1子1歳時無職  
妊娠前から無職  一第1子妊娠前無職～第1子1歳時無職  

妻の就業経歴による出生子ども数に大きな差はない   

1歳以上の子どもがいる夫婦について、妻の就業経歴と出生子ども数との関係を見ると、大き  

な差は見られない。今回の調査では結婚後5年未満と5～9年の夫婦で、妻が継続して働いている  

場合にわずかに子ども数が少ない傾向が見られたが、結婚後10～14年、15～19年の夫婦では、妻  

の就業経歴による出生子ども数に大きな差は見られない。  

表4－2 調査別・結婚持続期間別にみた、妻の就業経歴別、  
平均出生子ども敬一1歳以上の子どもを持つ夫婦－  

妻 の 就 業 経 歴  

結婚持続期間・  
調査（調査年次）  

標本数  
事業主婦型   就業継続普  L仁規継続型 再就職型  

（再掲）  

第10同（1992年）  

第11rロ1（1997年）  

第12阿（2002年）  

第13回t2005年）  

第川同（用！）2年）  

第＝回（1997年）  

第12回（2002fト）  

零13国（2005年）  

第】0回（1992年）  

第1廿可廿㈹7年）  

第12同（2002年）  

欒13回t2085年）  

第10回（1992年1  

第‖【ロ＝l〔）9了軒  

第12阿12Dn2咋）  

崇13回（2005年I  

139人  1．35人  

1．31  1．29  

1∴川  1．27  

1．39  1．28  

2．0ノ1  2 0‘′1  

1．97  2 UO  

l．胴  1．胴  

1．85  1．丁6  

1．35  1＿60  

1．31  l．購  

1．29  1．Z4  

l・29   l・3寧  

2，04  2．01  

19：j  l．94  

仁89  1．85  

1．68  1．85  

1．3U  477  

l．31  579  

l．43  42Z  

2▲03  1，3ト1  

1．95  1，007  

1．9：i  9！）8  

1．94  g36  

2．29  1，4U7  

Z．29  967  

2．11  王．（）34  

2．21   1．OD5  
2．20  l，5机  

0～′i年  

5、9年  

2∴う2  2．41  E 2．34  2．26  

Z．25  2．川  

2．川  Z 1Y 

2．15  2．1g  

2．29  2 35  

2．07  2．22  

2．17  2．17  

2．15  2．17  

2．2リ  2＿27  

10～14年  

二  

ト 2．17  

2■3u  2 31 2 28 226  

2・32  2ニ‡：う 219  2二う∠1  

Z．2Z  2．26  L 2．24  2．2丁  

15～19fト  

注’対象はとか結堀前に就業してムり1  描以上の子どもがいる初婚どうしの夫婦（子ども数イ＼洋子除＜1∇  
との就業紐解の定義は以卜の通り。   
就甘鰍紙型：熟．婚前就業～第l「＝I産後就業～現「†三就業   
工l硯継続里：紆．婚前正規来朝ヘ音1デ＝産後什用拙lト現√†川二親姉川廿規カキ‖！には派遣・l械託合む）   
再就m坐 ：射湖翫†Ti就業～昔il干＝産後無職卜現在就業  
リノ莞三l二婦J†！：象●．婿前就業一節1子＝産後無職～現在憮職  
総数にはその他の就業祥庸・就業経脛木．洋を合むり 就業経歴の構成につしゝては付表5摩り」を参照  

10▼   



（2）支援制度・施設の利用   

育休は利用が拡大、ただし企業規模で利用率に差  

1歳以上の子どもを持つ夫婦で、最初の子どもが3歳になるまでに何らかの制度・施設を利  

用した人の割合は全体の39．4％であった。妻が‖産前後に『規雇用を継続していた夫婦に限る  

と、89．6％が何らかの制度・施設を利川しており、なかでも産休制度（76．2％）や育児休業制度  
（47．1％）の利用率が高く（表4［3）、後者は近年利用率が高まっている（図4－3）。ただし、これら  
の制度・施設の利用率は勤め先の企業規模で差があり、大企業や官公庁に勤める場合に高い（表  
4－3）。また、親の育児援助が得られない場合に、支援制度・施設を利用する割合が高くなって  

いる（図4－4）。  

表4－3 最初の子どもを出産したときに利用した制度や施設  
（満1歳以上の子どもを持つ夫婦について）   
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江：対象は1歳以Lの子を持つ初婚どうしの夫婦，二こでの「正規雇用継続者」とは、「第1了の妊娠がわかったとき」「第1子が  
1歳になったとき」（r）2時点で正規雇用者であった者。正規雇用には「派遣・嘱託」を含む。勤め先の従業員数不詳について   
は掲載を省略，  

図4－3子どもの出生年別にみた育児休業 図4－4親の援助の有無別にみた、制度・  
の  施設の利用割合一第1子／妻正規雇用継続－  
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注射簸け夷・i二㍑り妻正規雇用継続者   7どもの出生年  
描描】2～1：州調査を合わセて集計け、  

田夫妻の母親の育児援助あり   

□夫妻の母親の育児援助なし  

推対象は泰1・－ニ5げ｝妻正規雇用継続者ノ母線〃）育児援助ありことIt、   
最初直了どもが3歳になるまでに妻よたは長の母親か仁〆り子育ての   
手助けが「日常的にあ／）た」まナ「巨［「ひんげんにあった」場合 
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追加予定子ども数が多い夫婦はどL短時間勤務制度や保育所、 一 時預かり等の利用を希望  

今後rどもを持つ場合に利川したい制度や施設を訊ねたところ、追加予定子ども数が多い  

（予定している子ども数に達していない）夫婦ほど、産休・育休制度や保育所、一時預かり制度  

などの利用を希望する割合が高い。   

図4－5 追加予定子ども数別、今後子どもを持つ場合に利用したい制度や施設（複数回答）  
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注：初婚どうし夫婦について。追加予定子ども数不詳は掲載を省略。   

（3）親の子育て援助と出生  

夫妻の親の育児援助はその後の子どもの生み方に影響する  

最初の子どもについて、夫妻の母親から育児援助があった場合、その後の出生子ども数は援助  
がない場合に比べて多い傾向が見られる。  

図4－6 結婚持続期間・就業経歴別にみた、夫妻の母親の育児援助有無別、  
平均出生子ども数－1歳以上の子どもを持つ夫婦－  

結婚持続期間 0～4年  結婚持続期間 5～9年  
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江ニ1歳以上の子を持′）、妻が結婚前就業Lていた初婚どうしの夫婦（子どむ敏不詳を除く）について∴第12～13回調査を合わせて   
集計した。「母親の育児援助あり」とは、最初の十どもが3歳になる王でに凄または夫の丹頂からの子育ての手助けが「口常的に   
あった」よたは「ひんばんにあった」場合。就業経歴については、表42脚注参吼  
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5．妊娠・出産にかかわる健康  

（1）不妊についての心配と治療緯験  

不妊を心配したことのある夫婦は4組に1組、子どものいない夫婦では半数層   

不妊をJL、配したことがある（現在JL、配している）夫婦は、前回調査とほぼ同じ25．8％（前回  
26・1％）であった。f二どものいない夫婦ではこの割合は44．7引このぼる（同48．2％）。また、実際に  
不妊の検査や治療を受けたことがあるほたは現在受けている）夫婦は全体で13．4％、子どものい  
ない夫婦では24．3％であった。  

表5－1子どもの有無・妻の年齢別にみた、不妊についての心配と治療経験  

不妊の心配一汗1鍍経験  

戸どものイ】無・   
姦の年齢  したことはな  

（不妊を）心丙己     い  

た数   腰本数）  心配したこと医療機関にか   
がある  かったことは  

ない  
検たや治療を 州帖） 受けとが肌 

、受けて 
いる  

13－4   1・3  0．4  

】＝   2．4  0＿6  

t4．】  ＝ 0．4  

13．5  0．3  0．2  

イ＼詳  

63・8‡   25・8  ほ1  

66．7  24．0  】3．4  

6l．9  29。邑  ユ5．3  

648  22．4  8．7  

1
0
■
4
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…
胴
6
・
。
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4g〔）  44．7  19＿6  24．3  6．9   0．8  

64 2  33．0  15．8   

46＿4  46．1  20＿3  

ニi5．9  56．0  22．B  

16．3  5＿1  0．9  

24．6  10＿1  ト2  

：；3．2  2．7（＝  

】2．7  1＿2   0▼4  

（参考）顎12［r】相計査   

総数  
子どもの  
いない大在  

】00．0％  （6．9／19）  5呂∴う％  26＿】  
旧
．
〇
▼
6
 
 

川0．D  帽81〉  ▲＝．2  4札2  21．7  25．5  7．5 1．0  

注：初婚どうし夫婦について。妻20歳末満の夫婦については掲載を省略。ただし、総数にはこれを含む。   
「心配したことがある」は「現在心配している」を、「検査や治療を受けたことがある」は一項在受け  
ている」を、それぞれ含む。  

を心配したことのある夫婦では出生子ども数が少なく  転産数が多い   

不妊の心配および治療経験別に、理想・予定子ども数、出生子ども数（現存子ども数）および  

死流産数を比較すると、理想ナども数、予定子ども数には違いがないが、不妊を心配する夫婦で  

は出生子ども数が少なく、死流産数が多い傾向にある。   

園5－1不妊の心配・治療経験別にみた、理想・予定子ども数、現存子ども数および死流産数  

（結婚持続期間5～9年）  
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1聖惣！  241  

2．0  

1（I  

級数  Ik暁機関ねし   検ノたや治墟あり  

心配したことがある、心配している  総数  心配したこと  
はない  

不妊の心配・打i療幕筆験   

注：王空想・予定ナども数、現存子ども数、死流産経験不詳を除く、初婚どうし夫婦について。  
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（2）妊娠・出産にかかわる要の健康  4人にL△㈱  
妊娠や出産にかかわる健康について、4人に1人の妻（24．3別が、表中に示されるような間越  
や障害を抱えている。就業の状況で比較すると、無職や短時間労働している妻よりも、長時間  
労働している妻で問題や障害がある人の割合が高い。  

表5－2 妻の年齢・労働時間別にみた、妊娠・出産にかかわる健康状態  
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 注：初婚どうしの夫婦について。15～19歳（3件）、過労働時間不詳（139件）は掲載を省略。  

ただし、総数にはこれを含む。婦人科系の障害とは、排卵障害、卵巣嚢腫、子宮筋腫、  
子宮内膜症、感染症などを含む。選択肢「その他」は省略。   

妻の健康状態に問題が瑚  

妊娠・出産にかかわる妻の健康状態別に、理想・予定子ども数、出生子ども数（現存子ども  

数）、死流産数を比較すると、妻の健康状態に問題がある夫婦の方が、出生子ども数、予定子  

ども数が少ない傾向にある。  

園5－2 妻の健康状態別にみた、理想・予定子ども数、現存子ども数、および死流産数  
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死流産  

．！ll  

1（）  

（1．0  

総数  IFll題一陣＃なし  l†ミ1拠・F¢1ヤあり  （巾I榔■ 問題・附こlさあり  

一流卑しやすし－を除＜〕  

妊娠・出産にかかわる払の腱捷状屈   

性：理想・予定子とも数、現存千ども敗、死流産経験不詳を除く、初婚どうし夫婦について。  
再掲の ∴問題・障害あり（流荏しやすいを除く）」は、「流産しやすい」以外の健康問題がある  
と答えた妻のみの数値。  

14   



6．結婚・家族に関する妻の意識  

（1）既婚女件の意識パターン  

この調査では結婚、家族、男女関係などに関する妻の意識とその「t‡生との関連について、  

10項目にわたって調べている（去6－1）。  

既婚女性の意識∑固Åの目標を大切にしながら、子どもを中心に考える家族観  

「③婚前交渉はかまわない」「④男らしさや女らしさは必要」「⑤結婚しても自分の目標を持  

つべき」という考えは、4分の3以上の妻に支持されている。生涯独身でいること（（∋）や離婚  

（⑩）を認める人は約4割、また「⑥結婚に犠牲は当然」に反対する妻が約半数いる。．「⑦大仕  
事・妻家庭」という考えには6割が反対だが、「⑧子どもは持つべき」「⑨幼子の母親は家にい  
るべき」 「②同棲より結婚するべき」という考えについては、7割前後の妻が支持をしている。  

表6－1結婚・家族に関する妻の意識の構成  

歎
細
 
 

総
 
数
 
本
月
 
 

接
待
 
 

ど
ち
ら
か
と
 
 

い
え
ば
反
対
 
 

ま
っ
た
く
 
 
 

反
対
 
 

対
 
 

ど
ち
ら
か
と
 
 

い
え
ば
賛
成
 
 
 

ま
っ
た
く
 
 
 

賛
成
 
 

結婚・家族に関する考え方  

①喜誓書琵慧言過ごすというのは、望ましい生 522鴛  8＿6  31，2   

6．4 17．6  

バl‡   

丁．l  

100．0％   

l（）0．0   

100 0  

100．0  

100 0  

100＿O  

100＿0  

100．0  

10U．0  

100＿0   

12．1 40．1 39．8鴛  

68・9；18・9 50・124・0  

77▲2  27，6  49．6 154  

②男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである  

結婚前の男女でも愛情があるなら性交渉を  
もってかまわない  

どんな社会においても、女らしさや男らしさ  
はある程度必要だ  

結婚しても、人生には結婚相手や家族とは別  
の自分だけの目標を持つべきである  

l  但）   

④   

G）  

39．8  45 8  7．7   

：犯7  50．′1 11．6   

5 6   34 日  52．5  

l＿2  10．4  

14．0  38，5  

25＿9  38．0   

7．6 Ⅰ：i∴‡   

6．6  14．8  

12．1  29．1  

7＿3  

7＿1  

’「こ；  

丁、さI   

6．8  

こ－！l  

の個性や生  
⑥転  
結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るぺ  
きだ  

28■7 3■3 Z5・463・9  

71．2 19．4 51．820．9  

718  227 ∫19＿1121．4  

510 12 7  3邑．2  ⊥112  

・■∴・  

㊥結婚したら、子どもは持つべきだ  

ノ少なくとも子どもが／トさいうちは、母硯は仕  
事を持たず家にいるのが望ましい  

いったん結婚したら、性格の不一致くらいで  
別れるべきではなしl  

、＼－、   

⑲  

注：対象は初婚どうしの夫婦。  

－11う  



（2）既婚女性の意識の変化   

第10回調査（1992年）からの意識の変化をみると、結婚をより自由なものとしてとらえる意識  

の増加傾向がとまり、結婚に対する伝統的な考え方を肯定的にとらえる意識がやや増加する流  

れがみられた。しかし、子どもに関する家族観では、これまでの変化が続いている。  

巌婚につい「⊂の意識の変化傾向に異なる動き   

前担ほで減少していた「①生涯独身という生き方」をよくないと考える割合は、今回は増加  

している。前回までみられた「②同棲より糸朗別の支持割合の減少も、「③婚前の性交渉はか  

まわない」の支持割合の増加も、今回はみられない。「⑲離婚をよくない（図省略）」と考え  

る割合は1992～97年の問で大きく減少したが、その後は変化がみられない。  

生涯を独身で過ごす也ヽうのま、望まu′ヽ生き方で†払ヽ  

まったく  どららかと  不  とサJF功せ   まったく  

琶l競  いえi滴戎  詳   いえl仮対   反対  

第10「L・団按詑  

（1992弔  

第11回調査  

（1997年）   

第12「＝【主脈  

（2002年）   

第13匡l騨査  
【2005年I  

仇  25Ⅹ  5鵬  75％  100％  

と●ち仁ニカと  

し、えば反対  
男女が－絹に暮らすなら結婚すべきである  

支ったく  
琶成  

患ったく  
反対  

どよメニ威せ  不  

し勇一【周東  抱0  

第10い拍．机  

（1992年）   

第1伸張雅紀  

（1997年）   

第12【再開膏  

（2（〕02年）  

第13回臓  
IZOO5年I  

50駕  75‰  100先  〔粍  コ「、与．  

結婚前の男女でも愛情があるなら性交渉を持ってかまわない  

まったく  どち現と  イニ   ど仁√力と  まったく  

賛成  いえ〈潤戎  詳  いえ‘カ立村  反対  

第10【・服町た  

（1992年）  

第11lf一躍爪  

（19卯年∋   

第12l・・li柑査  

（2（）【）2年）   

第13【司樅  

（2DO5年】  

25％  50鴛  75％  LOO％  

－16一   



監姫里法ごゝ嬰婆腰細らぎ  

「⑤縦婚しても自分の目標を持つべき（図省略）」への支持は前回まで増加していたが、今回  

はそれがみられない。「⑥結婚したら臼分の生き方を犠牲にするのは当然だ」という考え方は、  

1992年から1997年の間に減った後、増加に転じている。しかし、「⑧子どもを持つべき」の支持  

割合は、これまでの減少傾向が続いている。  

績む乱ノたら、家庭のためには自分の†回性や生き方を半分犠牲にするのは当然だ  
まノ）たく  ロ→J且と  不  と7〕瑚と  か／√く  

第“伸・闘腔   
（1992年）  

昔日＝一丁調査   

Ⅲ弗7年）  

；乃12回．調査   

（2U肥唱  

篤13巨】職  
（2005年I  

■．㌧1、  0％   

細乱ノたら、子ど引出寺つべきだ  

5n％  75等  1r川％  

Fと引田閥まっ艮 と叫混  

∴ 
第101両刑膏   

rl！拍2年）   

第I11・舶周作  

（1997年）  

第12いl．澗た  

（2002年）  

篇13匡l樅   
ほ005年I  

l■l■t  

夫始の役割意識の変化傾向にゆらぎ、母親の役割意惑の変化は継続  

「⑦大仕事・妻家庭」という夫婦間の役割意識への支持は、継続的に減少していたが、今回  
はその傾向が止まり、わずかな増加がみられる。「（9母親は家にいるのが望ましい」という意  
見の支持の減少傾向は、継続している。  

縮那組ま、夫l掛で働き、妻I掬蓮を守るべきだ  
生ったく  ど仁≠メと  不  ど土山と  まったく  

第10I11†．凋た  

（1992年）   

第1ルり．珊た  

（19卯年⇒  

；第12川．開合  

（2002年）  

解13回触  
（2005年I  

封雄  50％  一1：11  0‰  

少なくとも子どもが小さしうちは、母親l対照封二ずl＝剰ユヽるのが望あノい  

去っ亡く  

第10い圧胡た   

廿里柁年）   

苅12回調査   

（20（〕2勾〕  

第13同一閂査   

ほD85年）  

り％  
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【付表】  

付表1 結婚年次別にみた、恋愛結婚・見合い結婚の構成   

結婚年次 総 数（標本数） 恋愛結婚  見合い結婚 その他・不詳  

1930～39年 10D．0鴬  

1940～44年 100．0  

1945～‘19年 100．U  

1950～54年  川0．0  

1955～59年 100．O  

t960～64年 ＝100・0  

1965～69年：100．0  

1970～74年 100、O  

1975～79年 100．0  

1980～84年100．0  

1985～89年 100．0  

1990～94年 100．0  

1995～99年 1DO．0  

2000～0搾jlOO・0  

（583）   13．4％  

（556）  14＿6  

（960）  21．4  

（992）  33．1  

（1，275）  36．2  

廿578）  41．1  

（1．819）  ′柑．7  

（2．078）  61．5  

（1．485）  66．7  

（1，519）  72．6  

（l，547）  80．2  

（l－312〉    84．8  

（1．474）  87．2  

（1．182）  87．2  
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注：対象は初婚どうしの夫婦。第7同調査（暮930～39年から1970～74年）、第8回調査（1975～79年J，  
第9一日l調査（】9月0～邑4年）、第tO回調査‖耶5～89年）、第11同調査（】990～94年1、第12回調査  
（【995年－99年）、第】3阿調査（2000～05年）による。   

付表2 調査別にみた、結婚持続期間別、出生子ども数別夫婦割合  

調李！明套年次）  

結婚持続期間  
0～4年  
第7回調査（1977年）  
第8回調査（1g82年）  
第9回調査（1987年）  
第10回調査（1992年）  
第＝回調査（1997年）  
第12回調査（2DO2年）  
第1：う回調査（2Dq5年）  

5～9年  
第7回調査（1977年）  
第8恒l調査（1982年）  
第9回調査（1987年）  
第10回調査（1992年）  
第11回調査（1997年）  
第12回調査（20D2年）  
第13回調査（2005年）  

10～14年  
第7同調査＝977年）  
第8回調査（1982年）  
第9凹調査（1987年）  
第10回調査（1992年）  
第11回調査（1997年）  
第12回調査（2002年）  
第】3回調査（20u5年）  
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注：よ・上製は針術持わ‘じ期間】5年未満坑初椚どうしの夫婦川什千ども数イ、．洋を除く〉について。   

付表3調査別にみた、妻の出生年別、平均出生子ども数  

l∴・ご－ い・i：－∴－－：：ーー：≡∴ －・ 
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注一帯7国調封1977午卜第1：抽】調損ご口n5隼ノに［ろ 左′ト小貫1仙調和）結果、二2．う歳以前ご土標本数カミ少／亡いデーめ掲載ケ省略、なお、第1掴調  
査げ）み前回 調査小「）rJ瀾隔が短し、′トれ表側に示した車齢LIJ机爪苦い時1‡で直子とも致を・示しこいろけセオ＿げ黄佃申コ∴5、ご7．3歳；は苓13回  
調査でけ「2（）う、：ヱ55動 によナ［こト引  
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付表4 妻の年齢別にみた、理想の子ども数を持たない理由   
一予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦について－  

（複数何答）  

注：予定子ども数が理想子ども数を下回る初媚どうしの夫婦について。複数回答のため合計は100％を超える。  

付表5 調査別・結婚持続期間別にみた、妻の就業経歴則夫婦構成  
－1歳以上の子どもを持つ夫婦－  

結婚持続期間・  その他  
調査（調査年次）  

総 数（榎本数」        不詳     就業継続型  正規継続型 （再掲）  再就職型  専業主婦型   

第10回（1992年）  1M．0％1 678）  柑．7％  1l．7   皿  66．7   臥4  

第11匝＝‖柑7年）  100．D （ 477）  19．3   12．8  7．8  
0～4年                                   顎12凹（2け02年）  100．0 （ 579）  21．8   15．0  7．9  

第一3恒l（2DO5年）  10軋0 （ 422〉  22．0   15．6   6，9  58．3  ほ．8   

第10回（1992年）  100，0 （1，314）  21．7   12．7  15．9  52．1  10．3  

5～9年  
第11回什姻7年）  100．D （1，007）  20，8   1l・2】17－  

箕12回（2DO2年）  100．0 （ 998〉  Z2．9   13．3   14．  

第13回ほ005年）  100．0 （ 9361  23－0   12．8  20．3  45．3  】L4   
第10回（1992年）  100．0 （1，407）  24．2   12．0   H  27．9   37．4   10．6  

10′－14年  
箱11凹‖粥7年）  100．0 （ 967）  22，1   9．6  6．1  

第ほ回（2DO2年）  100．0 （1．034）  23．4   11．6  5．7  

第13回（2005年）  川0．0 （l，005）  20．3   11．l  36．0  34．8   
第10回（1992年）  1〔IO O （1，561）  29．7   13・8 139・9  2l・7  臥7  

籠11回（】997年）  100．0 （ g47）  Z4，4   6．3  
15～19年  ：2：…！≡去二≡   27．3 22．7  5．2  

第13回（2005年）  100．O 1 844）  25．0  1l．5  室 46．0   22．6  6．4   

注：対象は妻が結婚前に就業しており1歳以Lの子どもがいる初婚どうしの夫婦＝子とも数不詳を除く）。  
妻の就業経歴の定義は以下の通り。  
就業継続型：結婚前就業～第lチ出産後就業～現在就業  
正規継続型：結婚前正規雇用～第1子出産後正規雇用～現在1E規雇湖＝正規雇用には派遣・嘱託含む）  
再就職型 ：結婚前就業～第1子出産後無職～革ま在就業  
専業主婦型：結婚前就業～第l子出産後無職～現在無職  
総数にはその他の就業経歴・就農経歴不詳を含む。  

ー19－   




